
粘
土
板
に
刻
ま
れ
た
文
学

―
―

『
ギ
ル
ガ
メ
シ

ュ
叙
事
詩
』
の
場
合

月

本

昭

男

楔
形
文
字
の
発
達

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
都
市
国
家
文
明
を
築
い
た
シ
ュ
メ
ル
人
が
最
初
に
体
系
的
な
文
字
を
使
用
し
た

の
は
、
紀
元
前
三
二
〇
〇
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
後
に
楔
形
文
字

へ
と
発
達
す
る
こ
の
文
字
は
、
元

来
、
事
物
を
象

っ
た
絵
文
字
で
あ

っ
た
。
わ
ず
か
に
遅
れ
て
、　
エ
ジ
プ
ト
で
も
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
と
呼

ば
れ
る
象
形
文
字
が
用
い
ら
れ
は
じ
め
る
が
、
文
字
使
用
と
い
う
発
想
は
シ
ュ
メ
ル
人
か
ら
受
け
継

い
だ
と
い
わ
れ
る
。

比
較
的
最
近
の
考
古
学
的
発
見
は
、
こ
の
シ
ュ
メ
ル
絵
文
字
に
長
い
前
史
が
あ

つ
た
こ
と
を
明
ら
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か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
は
前
七
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
食
料
品
や
家
畜
の
管
理
に
用

い
ら
れ
て
い
た
幾
何
学
形

（球
、
立
方
体
、
三
角
錐
な
ど
）
の
小
粘
土
塊
が
、
前
四
千
年
紀
に
な
る
と
、

管
理
の
対
象
に
な
る
家
畜
や
物
品
を
象

っ
た
そ
れ
に
変
化
し
た
。
こ
れ
を
ト
ー
ク
ン
（熟
８
）
と
呼
ぶ
。

ト
ー
ク
ン
は
管
理
す
る
事
物
の
数
だ
け
作
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
が
、
こ
れ
を
平
面
的
な
絵
文
字

に
変
え
、
数
を
表
す
記
号
と
と
も
に
記
す
こ
と
に
よ
り
、　
一
枚
の
粘
土
板
に
必
要
な
管
理
情
報
が
す

べ
て
盛
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
シ
ュ
メ
ル
絵
文
字

（∽目
■
営
■
８
”Ｅ
じ

が
成
立
し
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
絵
文
字
を
縦

・
横

・
斜
の
線
だ
け
を
用
い
て
簡
略
化
し
た
も
の
が
楔
形
文

字
で
あ
る
。
楔
形

（８
Ｒ
３
目
）
と
呼
ぶ
の
は
、
生
乾
き
の
粘
土
板
に
葦
の
尖
筆
を
斜
に
押
し
て
で
き

る
線
が
楔

（Ｆ
‥
Ｅ
９
）
の
形
を
呈
す
る
か
ら
で
あ
る
。

前
三
千
年
紀
に
な
る
と
、
楔
形
文
字
は
様
々
な
分
野
で
用
い
ら
れ
、
経
済
上
の
記
録
の
他
に
も
、

売
買
、
貸
借
、
縁
組
な
ど
の
契
約
や
裁
判
記
録
、
公
私
に
わ
た
る
書
簡
類
な
ど
が
粘
土
板
に
記
さ
れ
、

支
配
者
は
戦
勝
や
神
殿
建
立
な
ど
の
事
績
を
競

っ
て
碑
文
に
刻
ま
せ
た
。
な
か
で
も
神
殿
建
立
奉
献

碑
文
は
、
当
時
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
社
会
に
お
い
て
宗
教
が
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
シ
ュ
メ
ル
初
期
王
朝
時
代
Ⅲ
期
（前
二
五
〇
〇
頃
）
に
は
、神
話
、
神
々
讃
歌
、

神
名
表
な
ど
が
残
さ
れ
た
。
ま
た
、
文
学
作
品
と
呼
び
う
る
文
書
は
前
三
千
年
紀
末
葉
の
シ
ュ
メ
ル

都
市
国
家
ラ
ガ
シ
ュ
の
君
主
で
あ

っ
た
グ
デ
ア

（前
二
一
四
〇
―
二
一
二
〇
年
頃
）
の
円
筒
碑
文
で
あ
る
。

＊
１
　
立
教
大
学
文
学
部
図
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銘文入粘土くぎ (次頁参照)

1采灌奉 目
2ぼ研 研
"

3帯熙EF伊慎
4嘲イ澤=で,″

~

5洋◆r葬lr
6バタ輌レ期1●みr
7′林lF●毛洋燕:ミ
国ン嗜,コ、

8緩摯十手好`i昨
9晨7書事年
10鷹t颯か井
11●浄晨十・●
目E‐→

"

書
館
に
は
こ
の
グ
デ
ア
が
奉

納
し
た
碑
文
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
本
書
二
三
四
頁
参
照
。

碑文の手書きコピー (月本写)

233 粘土板に刻まれた文学―  「ギルガメシュ叙事詩』の場合



新シュメル時代の都市国家ラガシュ

第 7代目の君主グデア (前 2144‐ 2124頃)の奉納碑文入り粘土釘

読み方

1.   dlヾin‐ gFr‐ su

2. u「 sag― k」―ga

3. dEn‐Ш‐14-m

4. Ct‐ dιa

5.   `nsi

6. lagaぶ k`4

7. n`g‐d野‐CPa mu‐ nat

8.   c‐ ninnu‐ anzu

9.    “
en bibbar‐

ra‐■1

10.  nlu´ na´di

ll・ k‐b`mu´ na‐J4

翻訳

1-3:エ ンリル (最高神)の力強き

勇士ニンギルス (ラ ガシュの都市

神)のために

4‐7:都市ラガシュの君主である

グデアは必要なものを目に見える

形に仕上げた。

8‐ 11:彼 (グデア)は彼 (ニ ンギル

ス)のために工・ニンヌ神殿 と輝

くアンズー (獅子頭鷲)像を造 り、

これを修復した。

この碑文付粘土釘はニンギルス神に棒げられた神殿の壁に奉納碑文として埋め

込まれたものである。グデアはこのような奉納碑文を数多く刻ませたが、他の

シュメルの君主たちが刻ませたような戦勝碑文は一点も残さず、自らを「王」

と名乗ることもない信仰深い敬虔な君主であった。

標題および責任表示 :[Gu“ als clγ ∞ne M血 a Sumcrim inscriPtion]

出版・頒布事項 :[Iraq]:[sュ ],IB.C.2060,]

形態事項 :l Piccc ofclγ ∞nc:13x6cmin cttc,12x12x23cm
注記 :Sumcritt inscription dedLted Ю Ningirsu,thc Paton dcity ofth ciγ  ofGhrsu
注記 :Ctmcttrm charactcr

注記 :Producion a“ a(assШ■P“n):Ghirsu(Lagash,MesoPOtami→

本文言語コード:シュメール

所蔵 :人文科学系図書館 NDC:2273‖ G91資料 ID:52114273

234



2

書
記
の
学
校
と
楔
形
文
字
文
化
の
盛
衰

こ
の
よ
う
な
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
文
字
文
化
の
担
い
手
は
、
前
二
〇
〇
〇
年
前
後
を
境
に
し
て
、
シ
ユ

メ
ル
人
か
ら
セ
ム
系
民
族
に
、
言
語
は
膠
着
語
の
シ
ュ
メ
ル
語
か
ら
屈
折
語
の
セ
ム
系
言
語
ア
ッ
カ

ド
語

（バ
ビ
ロ
ニ
ア
語
と
ア
ッ
シ
リ
ア
語
か
ら
な
る
東
セ
ム
語
の
総
称
）
に
と

つ
て
代
わ
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で

シ
ュ
メ
ル
文
明
が
栄
え
た
両
河
下
流
域
か
ら
中
流
域
に
か
け
て
セ
ム
系
の
支
配
者
た
ち
が
覇
権
を
競

い
、
前

一
八
世
紀
後
半
に
は
、
法
典
で
有
名
な
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
の
ハ
ン
ム
ラ
ビ
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
地

域
を
統

一
し
た
。
こ
う
し
て
、
シ
ュ
メ
ル
人
が
考
案
し
た
文
字
が
言
語
体
系
の
異
な
る
ア
ッ
カ
ド
語

の
表
記
に
用
い
ら
れ
、
各
文
字
は
訓
読
み
と
音
読
み
の
双
方
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

（万
葉
仮
名

に
似
る
）。
同
時
に
、
そ
れ
ま
で
の
シ
ュ
メ
ル
語
は
、
文
語
と
し
て
継
承
さ
れ
、
シ
ュ
メ
ル
語
の
文
学

作
品
や
宗
教
文
書
が
後
代
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る

（ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ラ
テ
ン
語
に
似
る
）。

こ
の
よ
う
な
文
字
文
化
は
ご
く

一
部
の
識
字
層
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
。
文
字
数
に
し
て
五
〇
〇
を

超
え
、
そ
の
大
半
が
文
脈
に
よ
っ
て
読
み
方
が
変
わ
る
楔
形
文
字
の
学
習
は
容
易
で
な
く
、
書
記
法

を
習
得
し
た
者
の
み
が
文
字
文
化
の
直
接
の
担
い
手
と
な
り
え
た
の
で
あ
る
。
文
字
の
習
得
は

「書

板
の
家

（い
ロ
コ
・”＞
＝
げ］・
〓
■
）」
と
呼
ば
れ
た
学
校
で
行
わ
れ
た
。
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
に
学
校
生
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活
の

一
面
を
皮
肉
を
こ
め
て
描
い
た
シ
ュ
メ
ル
語
の
作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
。
『学
校
時
代
』
と
名

づ
け
ら
れ
た
こ
の
作
品
は
次
の
よ
う
な
問
答
体
で
は
じ
ま
る
。

生
徒
よ
、
［若
き
日
に
］
ど
こ
に
通

っ
た
の
か
ね
？

私
は
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

学
校
で
は
何
を
し
た
の
か
ね
？

私
は
書
板
を
読
み
、
昼
食
を
食
べ
、
書
板
を
準
備
し
て
そ
れ
に
書
き
、
そ
れ
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
に
模
範
書
板
が
渡
さ
れ
、
ま
た
練
習
用
の
書
板
が
渡
さ
れ
、
学
校
が
終
る
と
、
家

に
帰
り
ま
し
た
。
家
に
入
る
と
、
父
親
が
坐

っ
て
お
り
、
私
は
父
に
練
習
用
の
書
板
を
説
明
し
、

そ
れ
を
読
ん
で
聞
か
せ
ま
す
と
、
彼
は
喜
び
ま
し
た
。
…
…
翌
朝
、
私
は
朝
早
く
起
床
し
、
母

親
に

「弁
当
を
二
つ
用
意
し
て
く
だ
さ
い
、
学
校
に
行
き
ま
す
」
と
言
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
生
徒
は
遅
刻
し
た
う
え
に
、
授
業
で
も
間
違
い
を
繰
り
返
し
た
た
め
に
、
担
当

教
師
か
ら
冷
た
く
あ
し
ら
わ
れ
る
。
そ
こ
で
彼
は
父
親
に
頼
ん
で
教
師
を
自
宅
に
招
待
し
、
贈
物
を

も
っ
て
歓
待
す
る
。
す
る
と
、
教
師
は
こ
の
生
徒

へ
の
態
度
を

一
転
さ
せ
て
、
書
記
術
を
し
つ
か
り

学
ぶ
よ
う
に
励
ま
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

＊
２
　

∽
・Ｚ

不
営
輌

Ｆ
〕８
】針
Ｍ

＞
∽
“
日
ａ
営

Ｑ
）日
零
Ｌ
Ｌ
Ｏ
●
Ｌ
注
出

一ｏ
”〓
ｏ
】］」
●
ｏ”
Ｌ
ｏ
●
ｏ
「
”
∽
ｏ
「』げ
０
。

”
Ｆ
Ｆ
〓
や
〓
Ｐ
Ｃ
〓
丙
堕
一■
〓
．ｇ
Ｐ
日
〉

】Ｘ
ツ
シ

ュ
メ
ル
の
学
校

に

つ
い

て
は
、

さ

ら

に
、
，

ツ
｝
　
穴
」
●
口
】ｏ
い

］
「す
ｏ
∽
●
●
一
ｏ
「い”
●
一
）

合，
０
嗜̈
｝
〓
ｏ
”
ｏ
「
事

（
一“
】一
●
【
ｏ
ヽ
”
口
Ｌ

Ｏ
，
”
８
９
０
●
０
４
８
唆
）
曽
一【ｂ
口
ヽ
ｏ
ｌ

月
ゲ
ｏ
Ｃ
Ｆ
いく
ｏ
コ
〓
Ч

ｏ
「
０
，
】ｏ
，
”
●

”
Ｈｏ∽・）
】つ
い
い
ヽ
一
一
・
中
い
つ
‐い
ヽ
∞
　
余
タ

照
。
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メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
学
校
は
、
文
字
の
読
み
書
き
を
習
わ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
神
話
や
文
学
、
讃
歌

や
祈
祷
、
格
言
や
卜
占
な
ど
、
様
々
な
文
書
に
通
じ
さ
せ
、
会
計
帳
簿
や
法
律
文
書
の
作
成
な
ど

の
実
用
的
訓
練
を
施
す
場
所
で
あ

つ
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
を
修
得
し
た
者
は

「書
記

（∪
ｃ
〓
≧
″
＝

，
■
営
ｅ
」
と
な
り
、
よ
り
優
れ
た
書
記
は
国
家
官
僚
と
し
て
、
あ
る
い
は
国
家
護
持
の
神
殿
付
祭
司

と
し
て
、　
一
種
の
門
閥
を
形
成
し
た
。
そ
う
し
た
書
記
が
残
し
た
お
び
た
だ
し
い
数
の
粘
土
板
文
書

が
都
市
遺
跡
に
残
る
文
書
庫
か
ら
発
見
さ
れ
る
。
現
在
に
知
ら
れ
る
最
大
の
文
書
庫
は
新
ア
ッ
シ
リ

ア
の
主
都

ニ
ネ
ヴ

ェ
の
図
書
館

（前
七
世
紀
）
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
断
片
ま
で
含
め
る
と
数
万
点

に
及
ぶ
文
書
群
が
出
土
し
た
。
書
記
の
伝
統
は
ま
た
地
方
都
市
の
地
域
社
会
に
も
連
綿
と
継
承
さ
れ
、

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
地
方
都
市
遺
跡
か
ら
も
数
多
く
の
文
書
庫
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
発
達
し
た
楔
形
文
字
は
、
エ
ブ
ラ
文
書
が
示
す
よ
う
に
、
前
三
千
年
紀
中
葉
に

は
シ
リ
ア
に
も
伝
播
し
て
い
る
。
前
二
千
年
紀
は
じ
め
に
は
、
ア
ナ
ト
リ
ア
に
お
け
る
ア
ッ
シ
リ
ア

商
人
た
ち
が
商
取
り
引
き
に
楔
形
文
書
を
用
い
て
お
り
、
ア
ナ
ト
リ
ア
に

一
大
帝
国
を
興
し
た
ヒ
ッ

タ
イ
ト
人
も
ま
た
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
楔
形
文
字
を
受
容
し
た
。
前
二
千
年
紀
後
半
、
楔
形
文
字
が
西
ア

ジ
ア
全
域
に
流
布
し
た
こ
と
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
ア
マ
ル
ナ
で
発
見
さ
れ
た
楔
形
文
書

（「ア
マ
ル
ナ
文

書
し

が
示
し
て
い
る
。
当
時
、
西
ア
ジ
ア
の
共
通
語

（Ｆ
”
，
や
営
８
）
は
楔
形
文
字
で
記
さ
れ
る
バ
ビ

ロ
ニ
ア
語
で
あ

つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
前

一
千
年
紀
に
は
、
楔
形
文
字
の
使
用
は
ほ
ぼ
ア
ッ
シ
リ
ア
と
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バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
限
ら
れ
る
。
西
方
で
き
わ
め
て
簡
便

な
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
が
広
く
普
及
し
は
じ
め
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ア
ツ
シ
リ
ア
が
滅
亡
し
、

バ
ビ
ロ
ニ
ア
が
ペ
ル
シ
ア
に
征
服
さ
れ
る
前

一
千
年

紀
中
葉
以
降
、
楔
形
文
字
文
化
は
衰
退
の

一
途
を

辿
り
は
じ
め
る
。
ペ
ル
シ
ア

（ア
ク
メ
ネ
ス
朝
）
の
公

用
語
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
記
す
ア
ラ
ム
語
で
あ

っ

た
。
続
く
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
時
代

（前
三
世
紀
）
に
、　
一

時
期
、
南
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
都
市
ウ
ル
ク
で
楔
形
文

字
文
化
復
興
運
動

（「楔
形
文
書
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」）
も
興

つ

た
が
、
ア
ル
フ
ア
ベ
ッ
ト
に
傾
く
時
代
の
趨
勢
は
覆

ら
な
か

っ
た
。
こ
う
し
て
、
シ

ュ
メ
ル
時
代
以
来
、

ほ
ぼ
三
千
年
に
わ
た

つ
て
栄
え
た
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の

楔
形
文
字
文
化
は
消
滅
し
た
。

土器片にアルファベット文字で記された記録。

前4世紀、南パレスチナ出土 (立教大学文学部図書館所蔵)。

(1)b29 1sywnぶ nt 5

(2)q甲y血m mn bnyb`lyrm

(3)hsht'HS8
(4)Q4
(1)第 5年、シワンの月、29日 に、

(2)カウスイェナヘムがバアルイェラムの息子たちから

(3)マスカンタに :小麦8セア

(4)4カ プ (を渡した)。
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楔
形
文
書
の
伝
承

楔
形
文
書
は
基
本
的
に
粘
土
板
に
刻
ま
れ
、
重
要
な
文
書
は
焼
き
固
め
ら
れ
て
保
存
さ
れ
る
た
め

に
、
破
損
す
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
遺
跡
の
地
中
に
埋
も
れ
て
今
日
ま
で
残
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

当
時
の
社
会
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
ぶ
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
そ
の
内
容
に
よ
り
、　
一
回
的
な
も

の
と
繰
り
返
し
書
き
写
さ
れ
る
も
の
に
区
分
で
き
る
。
経
済
上
の
記
録
や
行
政
文
書
、
王
碑
文
や
条

約
、
公
私
に
わ
た
る
書
簡
類
な
ど
は
前
者
で
あ
り
、
文
学
作
品

（神
話
、
叙
事
詩
、
知
恵
文
学
、
他
）
や

宗
教
文
書

（儀
礼
、
讃
歌
、
神
託
、
卜
占
、
他
）、
医
術
文
書
や
科
学
文
書
な
ど
は
後
者
に
属
す
る
。
後

者
の
場
合
、
地
域
を
こ
え
て
流
布
し
、
時
代
を
こ
え
て
伝
え
ら
れ
た
が
ゆ
え
に
、
し
ば
し
ば
同

一
文

書
が
複
数
の
遺
跡
の
異
な
る
時
代
層
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の

文
書
の
成
立
や
伝
承
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
愛
と
戦
い
の
女
神
イ
シ
ュ
タ
ル
が
冥
界
に
囚
わ
れ
る
神
話

『
イ
シ
ュ
タ
ル
の
冥
界
下

り
』
は
、
シ
ュ
メ
ル
語
神
話

『
イ
ナ
ン
ナ
の
冥
界
下
り
』
の
発
見
に
よ
り
、
そ
の
ア
ッ
カ
ド
語
翻
訳

版
で
あ

っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
な
か
に
は
、
疫
病
神
エ
ラ
に
よ
る
バ
ビ
ロ
ン
破
壊
を
物
語
る

『
エ

ラ
の
神
話
』
の
よ
う
に
、
前

一
千
年
紀
に
な

っ
て
作
成
さ
れ
た
作
品
も
あ
る
が
、
文
学
作
品
や
宗
教
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文
書
の
多
く
は
、
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代

（前
二
千
年
紀
前
半
）
に
成
立
し
、
繰
り
返
し
書
写
さ
れ
て
、

前

一
千
年
紀
ま
で
伝
え
ら
れ
た
。
人
間
創
造
か
ら
洪
水
物
語
に
い
た
る
大
古
の
神
話
を
記
す

『
ア
ト

ラ

・
ハ
シ
ー
ス
』
は
、
こ
れ
ま
で
、
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
版

（前
二
千
年
期
前
半
）、
新
ア
ッ
シ
リ
ア
版

（前

一
千
年
紀
中
葉
）、
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
版

（前
三
世
紀
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
作
品
は
、
ゆ
う
に

一
千
年
を
こ
え
る
伝
承
の
過
程
で
、
様
々
な
編
纂
や
改
編
の
作
業
が
施
さ
れ
た
。
文
学
作
品
や
宗
教

文
書
の
な
か
に
は
、
中
期
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代

（前
一
一
五
〇
年
前
後
）
に
組
織
だ

っ
た
編
纂
作
業
が
施

さ
れ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
作
業
は

「標
準
化

（・目
針
【針
ヒ
８
）」
と
呼
ば
れ
る
。
儀
礼
文

書
や
卜
占
文
書
の
多
く
は
、
こ
の
時
期
、
そ
の
主
題
や
目
的
に
沿

っ
て
ま
と
め
ら
れ
、
様
々
な
シ
リ
ー

ズ
作
品
と
し
て
前

一
千
年
紀
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
学
を
代
表
す
る

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
し
て
伝

承
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
前
述
し
た

ニ
ネ
ヴ

ェ
の
図
書
館
か
ら
出
土
し
た
文
書
群
の
な
か
に
見
い
出

さ
れ
た

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
は
、
当
初
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
伝
え
ら
れ
る
英
雄
物
語
と
同
様
、

吟
遊
詩
人
に
よ
つ
て
朗
唱
さ
れ
た
作
品
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
様
々
な
遺
跡
か
ら
そ
の

断
片
が
発
見
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
こ
れ
が
書
き
伝
え
ら
れ
、
読
み
継
が
れ
た
文
学
作
品
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

＊

３

　

拙

訳

『
ギ

ル

ガ

メ

シ

ュ
叙

事

詩

』

（岩
波
書
店
、
初
版

一
九
九
六
年
）
。

そ

の

後

に

刊

行
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4

『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
の
成
立
と
流
布

王
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ

（の
一̈
営
良
）
を
主
人
公
と
す
る
ア
ッ
カ
ド
語
の

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
が

文
学
作
品
と
し
て
最
初
に
成
立
し
た
の
は
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代

（前
一
八
〇
〇
年
前
後
）
で
あ
り
、
最

も
新
し
い
写
本
は
、
前
述
し
た
ウ
ル
ク
楔
形
文
書
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
時
期

（前
三
世
紀
）
の
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
叙
事
詩
は
、
じ
つ
に

一
五
〇
〇
年
に
わ
た

つ
て
書
き
継
が
れ
、
読
み
伝
え
ら
れ

た
こ
と
に
な
る
。
『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
学
を
代
表
す
る
作
品
と
み
な
さ

れ
る
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。

ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
元
来
ビ
ル
ガ
メ
シ
ュ
（］
計
目
＆
）
と
呼
ば
れ
、
シ
ュ
メ
ル
初
期
王
朝
時
代
Ⅲ
期

（前

二
六
〇
〇
年
頃
）
に
都
市
国
家
ウ
ル
ク
の
王
と
し
て
実
在
し
た
人
物
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
彼
自
身

が
刻
ま
せ
た
碑
文
資
料
は
知
ら
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
彼
の
名
は
シ
ュ
メ
ル
王
名
表
に
息
子
の
名

と
と
も
に
記
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
彼
に
ま
つ
わ
る
シ
ュ
メ
ル
語
伝
承
に
登
場
す
る
人
物
の
実
在
が

碑
文
か
ら
確
証
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
に
言
及
す
る
最
古
の
文
書
は
前
二
四
五
〇
年

頃
に
シ
ュ
メ
ル
都
市
シ
ュ
ル
ッ
パ
ク
で
記
さ
れ
た
神
名
表
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は

す
で
に
神
格
化
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

一
方
で
、
彼
を
め
ぐ
る
数
々
の
物
語
も
形
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
は

さ
れ
た

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事

詩
』
の
主
な
テ
ク
ス
ト
、
翻
訳
、

研
究
書
は
以
下
の
通
り
。

∽
・　
”
”
」や
ｏ
】”
・
由
‘〓
０
∽
一”
ｏ
」
”
【一

Ｐ
Ｉ
ｏ
ュ
営

ぜ

８
「
の
」”営
，
Ｆ

工
鮮
ユ
」
ロ̈
デ
ｏ
Ｚ
８

ン̈
颯
寧
Ｌ
ｏ●

Ｑ
）咆
房
Ｈぎ
一８
Ｌ
む
、

「■
日
Ｒ
＆
・０
呵
日
多

＞̈
”
ＯＲ
庁
一゙

ｄ
Ｓ
●
」
ｏ
●
ヽ
Ｐ
〕
ｏ
】０，
繋
ヽ
‐０
営
ヽ
暉
８
』

フ
け
一庁
，
９
Ｌ
コ
）「

”

Ｆ

Ｆ

ゴ

ｏ
Ｊ

ｏ̈
Ｒ

の
ξ

日
，
Ｆ

Ｚ
９
熟

）キ
Ｆ

●
ま^
・，
く

薇́

Ｚ
●
３

●

Ｒ

Ｑ

）ヨ
雫
妥

一
８

【

ン

″

Ｏ
ｏ
Ｑ
”
ｏ
弓
〓
ｏ
］
・
σ
ゝ
ｏ
ュ
営

Ｑ

蠣

員

争

ど

ｏ̈
一
日
・
Ｚ
らく

ぎ

計

〇
さ
Ｌ

Ｃ
ユ
´
Ｐ
，
´
い
２
）い

∽
Ｌ
≦
・
マ
Ｆ
Ｌ
ヽ
∪
Ｂ

の
■
”
営
●
８
ｏＴ

国
や
ｏ
∽ヽ
ぞ
【■
●
●
ｒ
ｏ●
“
０
●
〓
・
］
ｏｏ
Ｆ

Ｏ
安
）ｕ

「
・
＞
ェ
ＮＯ
”
口
ヽ
Ｚ
・
ま
８ヽ
ｒ
・
０一
ｒ

（
｝〓
”
”
口
】０
味
”
●
ヽ
一，
０
“
ヽ
一ｏ
」【」
ｏ
「

＞
‘
ユ
゛
ｒ
●
―
口
”
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８
′
ゆ
（Ｘ
）「
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前

二
千
年
紀
前
半
の
シ

ュ
メ
ル
語
文
書
に
残
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
内
容
が
明
ら
か
な
作
品
は
次

の
五
点
で
あ
る
。

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
と
ア
ツ
カ
』

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
と
フ
ワ
ワ
』

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
、
エ
ン
キ
ド
ウ
、
天
牛
』

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
、
エ
ン
キ
ド
ウ
、
冥
界
』

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
の
死
』

最
初
の

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
と
ァ
ッ
ヵ
』
は
、
ゥ
ル
ク
に
攻
撃
を
仕
掛
け
る
キ
シ
ュ
の
軍
隊
を
ギ
ル

ガ
メ
シ
ュ
が
迎
え
撃
ち
、
キ
シ
ュ
の
王
ア
ツ
カ
を
捕
ら
え
る
が
、
最
後
に
は
ア
ツ
カ
を
解
放
し
て
キ

シ
ュ
に
帰
ら
せ
た
、
と
い
う
歴
史
物
語
。
ア
ッ
カ
は
実
在
の
王
で
あ

つ
た
。
次
の
二
つ
は

一
種
の
英

雄
物
語
で
あ
る
。
『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
と
フ
ヮ
ヮ
』
で
は
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
と
そ
の

「僕
」
エ
ン
キ
ド
ウ

が

「生
者
の
山
」
に
遠
征
し
、
怪
物
フ
ワ
ワ
の
首
を
刻
ね
、
こ
れ
を
神
エ
ン
リ
ル
の
前
に
供
え
る
。
『ギ

ル
ガ
メ
シ
ュ
、
エ
ン
キ
ド
ウ
、
天
牛
』
で
は
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
に
憤
慨
し
た
女
神
イ
ナ
ン
ナ
の
要
請

ライオンを抱 く二体の英雄像。新

アッシリアの王サルゴンニ世 (前

721‐705年)が造営したドゥル・シャル

キン (今日のコルサパード)の宮殿の人

口から出土。ギルガメシ‐ユとエンキ

ドゥを努発させる。向って左がギル

ガメシュか (ループル美術食自蔵)。

＊
４
　
上
掲
拙
訳
の
解
説
、

二
九
七
―
二
九
九
頁
参
照
。

＊
５
　
上
掲
拙

訳
の
解
説
、

二
九

二
―
二
九
六
頁
参
照
。

但

し
、
「
ギ

ル
ガ

メ
シ

ュ
の

死
』

に

つ
い

て
は
、

さ

ら

に

＞
・
０
，■
”
●
８
●
メ
ｏ一
”
Ｚ
・

〓
・
＞
｝
″
，１
一
０
〓
”
，日
０“
０綺
】”

口
”
ｏ
「
”
　̈
一
Ｏ
Ｘ
一
０
∽

」
ｏ

日
一ｏ
〓

申
】
”
ヽ
」
”
」

ン
ロ
”く
ｏ
●
●
口
，
や
「
０●
征Ｆ
Ｏｏ
∽●
■
一ｏ一
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に
よ
り
、
天
か
ら
下
さ
れ
た

「天
牛
」
を
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
と
エ
ン
キ
ド
ゥ
が
し
と
め
て
し
ま
う
。
そ

れ
に
対
し
て
、
最
後
の
二
つ
は
、
題
名
が
示
す
よ
う
に
、
ど
ち
ら
も
冥
界
に
関
わ
る
作
品
で
あ
る
。

も
と
も
と
異
な
る
二
つ
の
物
語
を
結
び
つ
け
た
作
品

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
、　
エ
ン
キ
ド
ウ
、
冥
界
』
の

前
半
部
に
は
、
女
神
イ
ナ
ン
ナ
が
大
切
に
し
て
い
た
庭
木

ハ
ラ
ブ

（ヽ
ぎ
β
れ
）
に
棲
み
つ
い
た
蛇
と

悪
霊
と
猛
鳥
を
追
い
払

っ
て
く
れ
た
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
に
そ
の
幹
で
プ
ッ
ク
と
メ
ッ
ク

（木
製
の
球
と
打

撃
棒
）
を
作

っ
て
贈
る
ま
で
が
物
語
ら
れ
る
。
後
半
部
で
は
、
そ
の
プ
ッ
ク
と
メ
ッ
ク
を
地
下
の
冥

界
に
落
し
て
し
ま

つ
た
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
の
た
め
に
冥
界
に
下
っ
て
、
冥
界
に
囚
わ
れ
た

「僕
」
エ
ン

キ
ド
ゥ
が
知
恵
の
神

エ
ン
キ
の
計
ら
い
で
再
び
地
上
に
戻
り
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
の
問
い
に
答
え
て
冥

界
の
模
様
を
語

っ
て
聞
か
せ
る
こ
と
に
な
る
。
最
後
の

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
の
死
』
は
、
比
類
な
き
王

権
を
付
与
さ
れ
た
が
、
永
遠
の
生
命
は
許
さ
れ
な
か
つ
た
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
の
盛
大
な
葬
礼
と
冥
界
下

り
の
模
様
を
伝
え
て
い
る
。

ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら
の
作
品
は
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代

（前
二
千
年
紀
前
半
）
の
書
板
を

通
し
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
代
、さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
シ
ュ
メ
ル
語
諸
伝
承
を
ふ
ま
え
、
ア
ッ

カ
ド
語
の
作
品

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
が
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た
。
と
く
に

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
と

フ
ヮ
ヮ
』
と

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
、

エ
ン
キ
ド
ウ
、
天
牛
』
の
二
つ
の
作
品
は
ア
ツ
カ
ド
語
に
変
え
ら

れ
、物
語
に
組
み
込
ま
れ
た
。
当
初
、
こ
の
作
品
は

『他
の
王
た
ち
に
ま
さ
る
者
』
と
題
さ
れ
て
お
り
、

一
ｏ
Ｘ
一
Ｏ
ｏ

「
●
●
小
■
，
【■
０
∽

∽
●
”ロ
ヘ
「
【ｏ
●
一
・

０
８

日
Ｆ

¨
ｏ
●
¨
∽
く
ざ

い
ｏ
ｏ
ｏ

参

昭́
ハ
。
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こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
複
数
の
書
板
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
す
で
に
前

一
千
年
紀

の
粘
土
板
か
ら
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
る

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
の
基
本
が
整
え
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
が
西
ア
ジ
ア
の
ほ
ぼ
全
域
に
流
布
す
る
の
は
前
二
千
年
紀
後
半
で
あ
る
。

ヒ
ツ
タ
イ
ト
の
主
都
ボ
ガ
ズ
キ
ョ
イ
か
ら
出
土
す
る
粘
土
板
文
書
の
な
か
に
ア
ッ
カ
ド
語
版
と
ヒ
ッ

タ
イ
ト
語
翻
訳
版
が
存
在
す
る
。
パ
レ
ス
テ
イ
ナ
の
メ
ギ
ド
遺
跡
か
ら
も
、
シ
リ
ア
の
都
市
国
家

エ

マ
ル
の
遺
跡
か
ら
も
そ
の

一
部
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
フ
リ
語
版
や
エ
ラ
ム
語
版
の
存
在
も
知
ら
れ

て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
は
断
片
的
な
か
た
ち
で
し
か
今
日
に
伝
わ

つ
て
い
な
い
。
物
語
の
ほ
ぼ
全

貌
が
わ
か
る
の
は
、新
ア
ッ
シ
リ
ア
時
代
の
粘
土
板
（前
七
〇
〇
年
頃
）を
と
お
し
て
で
あ
る
。
エ
ネ
ヴ

エ

の
図
書
館
に
は
、
四
点
の

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
が
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

標
準
版
と
呼
び
習
わ
す
こ
の
版
は
、
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
版
の
増
補
改
訂
版
と
い
つ
て
よ
く
、
写
本
伝
承

上
の
検
証
か
ら
、
前

一
二
〇
〇
年
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の

標
準
版
の
最
も
新
し
い
写
本
が
前
三
世
紀
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、
紀
元
前
後
の
ユ
ダ
ヤ
教
の

一
派
が
残
し
た
死
海
文
書
に
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
の
名
が
み
ら
れ
、
紀
元
後
の
ギ
リ
シ
ア
文
献
に
も
ギ
ル

ガ
メ
シ
ュ
ヘ
の
言
及
は
み
ら
れ
る
が
、
物
語
自
体
が
伝
わ

っ
て
い
た
確
か
な
形
跡
は
な
い
。
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標
準
版

『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
の
粗
筋

ニ
ネ
ヴ

ェ
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
標
準
版

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
は

一
二
の
書
版
か

ら
な
る
が
、
第

一
二
の
書
版
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
新
ア
ッ
シ
リ
ア
時
代
の
二
次
的
付
加
で
あ
り
、

物
語
自
体
は
第

一
一
書
版
で
終
わ

っ
て
い
る
。
各
書
版
は
六
欄
に
区
切
ら
れ
、　
一
欄
は
五
〇
行
前
後

を
数
え
る
。
し
た
が
つ
て
、
標
準
版

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
は
、
元
来
、
三
二
〇
〇
行
ほ
ど
の

作
品
で
あ

っ
た
。
現
在
に
残
る
行
数
は
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
少
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
物
語
の
全
貌

は
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
る
。
以
下
、
各
書
板
に
沿

っ
て
、
ま
ず
は
物
語
の
粗
筋
を
追

っ
て
み
よ
う
。

第

一
の
書
板

「深
淵
を
覗
き
み
た
人
」
ウ
ル
ク
の
王
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
を
讃
え
る
序
詩
を
も

っ
て
は
じ
ま
る
。
だ
が
、

ウ
ル
ク
の
市
民
は
彼
の
横
暴
さ
に
困
惑
し
、
ウ
ル
ク
の
都
市
神
ア
ヌ
に
訴
え
る
。
ア
ヌ
は
彼
を
懲
ら

し
め
る
た
め
に
、
野
人
エ
ン
キ
ド
ウ
を
創
造
さ
せ
た
。
当
初
、
荒
野
に
お
い
て
獣
同
様
の
生
活
を
送

っ

て
い
た

エ
ン
キ
ド
ウ
の
こ
と
を
聞
き
知

っ
た
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
、
娼
婦
シ
ャ
ム
ハ
ト
を
荒
野
に
遣
わ

し
た
。
彼
女
と
交
わ
る
な
か
で
、
エ
ン
キ
ド
ウ
は
人
間
の
生
を
知
る
。
ウ
ル
ク
で
は
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
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が
彼
の
夢
を
見
る
。

第
二
の
書
板

シ
ャ
ム
ハ
ト
に
連
れ
ら
れ
て
、
荒
野
か
ら
ウ
ル
ク
の
町
に

や

っ
て
来
た

エ
ン
キ
ド
ウ
は
、
「国
の
広
場
」
で
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ

と
格
闘
を
演
じ
る
。
そ
れ
は
建
物
の

「敷
居
が
震
え
、
壁
が
揺

れ
る
」
ほ
ど
で
あ

っ
た
が
、
二
人
は
勝
負
の
つ
か
ぬ
ま
ま
疲
れ

果
て
、
や
が
て
互
い
を
認
め
あ
い
、
友
情
で
結
ば
れ
る
。
「香

柏
の
森
」
の
怪
物
フ
ン
バ
バ
退
治
を
提
案
す
る
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ

に
、
エ
ン
キ
ド
ウ
は
フ
ン
バ
バ
の
恐
ろ
し
さ
を
語
り
、
こ
れ
を

制
止
し
よ
う
と
す
る
が
、
ギ
ル
ガ
メ
シ

ュ
は
武
器
を
作
ら
せ
、

遠
征
の
準
備
に
と
り
か
か
る
。

第
二
の
書
板

「香
柏
の
森
」

へ
の
遠
征
の
決
意
を
語
る
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
、
ウ
ル
ク
の
長
老
た
ち
か
ら
祝
福
を
受

け
、
母
ニ
ン
ス
ン
に
は
太
陽
神
シ
ャ
マ
シ
ュ
か
ら
の
加
護
を
祈

っ
て
も
ら
う
。
こ
う
し
て
、
ギ
ル
ガ

メ
シ
ュ
と
エ
ン
キ
ド
ウ
は

「香
柏
の
森
」

へ
と
出
立
す
る
。

第
四
の
書
板

フンババを撃つギルガメシュ (左 )とエンキ

ドゥ。ルリスタンの青鋼製長杯の打ち出し文

様 (前二千年紀後半。ベルリン、原始・初期歴史時代美

術館蔵)。
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遠
征
の
途
中
、
二
人
は
四
度
の
休
息
を
取
り
、
そ
の
た
び
ご
と
に
太
陽
神
を
祀
り
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ

は
夢
を
見
る
。

エ
ン
キ
ド
ウ
は
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
の
四
回
目
の
夢
を
フ
ン
バ
バ
征
服
の
予
示
と
解
し
、

勇
気
を
得
て

「香
柏
の
森
」
に
近
づ
く
が
、
フ
ン
バ
バ
の
恐
ろ
し
い
叫
び
の
ゆ
え
に
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ

が
恐
怖
に
囚
わ
れ
る
。
今
度
は
、

エ
ン
キ
ド
ウ
が
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
を
激
励
し
、
「香
柏
の
森
」
に
到

着
す
る
。

第
五
の
書
板

「香
柏
の
森
」
に
到
着
し
た
二
人
の
前
に
フ
ン
バ
バ
が
立
ち
は
だ

か
る
が
、

エ
ン
キ
ド
ゥ
の
鼓
舞
に
よ
り
、
二
人
は
力
を
合
わ
せ
て
、

フ
ン
バ
バ
を
制
圧
す
る
。

エ
ン
キ
ド
ウ
は
助
命
を
願
う
フ
ン
バ
バ

の
殺
害
を
主
張
し
、
つ
い
に
フ
ン
バ
バ
は
首
を
刻
ね
ら
れ
る

（こ
の

部
分
の
描
写
は
欠
損
）。
こ
う
し
て
二
人
は
香
柏

（＝
レ
バ
ノ
ン
杉
）
を

伐
採
し
、
こ
れ
を
筏
に
組
ん
で
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
を
下
り
、
シ
ュ

メ
ル
の
宗
教
都
市

ニ
ッ
プ
ル
に
運
ぶ
。

第
六
の
書
板

衣
冠
を
整
え
ウ
ル
ク
に
凱
旋
す
る
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
に
愛
と
戦
い

の
女
神
イ
シ
ュ
タ
ル
が
想
い
を
抱
き
、
あ
か
ら
さ
ま
に
言
い
寄
る

フンババを撃つギルガメシユ (左 )とエンキ

ドゥ。新アッシリア時代の円筒印章 (ベルリン、

原始・初期歴史時代美術館蔵)。
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が
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
男
に
不
実
な
こ
の
女
神
を
な
じ
り
と
ば

す
。
怒

っ
た
イ
シ
ュ
タ
ル
は
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
ヘ
の
懲
ら
し
め

と
し
て
狂
暴
な

「天
牛
」
を
天
か
ら
ウ
ル
ク
に
下
す
が
、
ギ
ル

ガ
メ
シ
ユ
は
エ
ン
キ
ド
ウ
と
力
を
合
わ
せ

「天
牛
」
を
し
と
め

て
し
ま
う
。
職
人
た
ち
は

「天
牛
」
の
角
の
大
き
さ
に
驚
き
、

女
た
ち
は
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
を
讃
え
る
。
し
か
し
、

エ
ン
キ
ド
ゥ

は
不
吉
な
夢
を
見
る
。

第
七
の
書
板

神
々
の
世
界
で
は
、
フ
ン
バ
バ
を
殺
害
し
、
「天
牛
」
を
し

と
め
た
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
と
エ
ン
キ
ド
ウ
に
対
す
る
報
い
が
相
談
さ
れ
、
最
終
的
に
エ
ン
キ
ド
ウ
の
死

が
定
め
ら
れ
る

（こ
の
件
り
は
ヒ
ッ
タ
イ
ト
語
版
に
よ
る
）。
こ
れ
を
知

っ
た

エ
ン
キ
ド
ウ
は
、
か
つ
て
自

分
を
荒
野
か
ら
ウ
ル
ク
に
導
い
た
娼
婦
を
呪
う
。
し
か
し
、
冥
界
の
夢
を
み
て
か
ら
、
死
の
病
に
冒

さ
れ
る

（
エ
ン
キ
ド
ウ
が
死
ぬ
場
面
は
欠
損
）。

第
八
の
書
板

エ
ン
キ
ド
ウ
の
死
を
悼
む
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
が
長
い
哀
悼
の
歌
を
語
り
、
手
厚
い
葬
り
を
執
り
行
う

（葬
礼
の
描
写
部
分
は
多
く
が
欠
損
）。

愛と戦いの女神イシュタル。ライオンは

イシユタルの侍獣。古アッカド時代の円

筒印章 (シカゴ・オリエント研究所蔵)。
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第
九
の
書
板

友

エ
ン
キ
ド
ウ
の
死
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
死
の
恐
怖
に
と
り
つ
か
れ
、
永
生

を
求
め
て
旅
に
出
る
。
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
イ
ム
（「生
命
を
見
た
者
」
の
意
）
に
会

っ
て
、
「死
と
生
の
秘
密
」

を
聞
き
出
す
た
め
で
あ

っ
た
。
途
中
、
太
陽
が
昇
る
双
子
の
山
マ
ー
シ
ュ
で

「蠍
人
間
」
に
出
会
い
、

長
い
暗
黒
を
く
ぐ
り
抜
け
、
憔
悴
し
た
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
、
よ
う
や
く
に
し
て
、
宝
石
や
果
樹
に
輝

く
海
辺
に
到
達
す
る
。

第

一
〇
の
書
板

ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
海
辺
で

「酌
婦
」
シ
ド
ゥ
リ
に
出
会
う
。
彼
女
は
ウ
ト

ナ
ピ
シ
ュ
テ
イ
ム
の
も
と
に
行
く
に
は
舟
師
ウ
ル
シ
ャ
ナ
ビ
の
案
内
で

「死

の
海
」
を
渡
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
に
告
げ
る
。
「死
の
海
」

を

一
人
で
渡
ろ
う
と
し
て
失
敗
し
た
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
ウ
ル
シ
ャ
ナ
ビ
の
指

示
を
仰
ぎ
、
特
別
な
櫂
を
作

っ
て
、
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
イ
ム
の
も
と
に
辿

り
着
く
。
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
イ
ム
は
、
人
間
は
誰
し
も
死
を
避
け
得
な
い
、

と
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
に
諭
す
。

第

一
一
の
書
板

そ
れ
で
も
諦
め
な
い
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
に
、
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
イ
ム
は
み
ず

王の前で奥処を露にする女神。ギルガメシュ

を誘惑するイシュタルを連想させる。前1700

年頃のシリア型円筒印章 (ニユーヨーク、P.モー

ガン図書館蔵)。
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か
ら
が
神
々
に
列
せ
ら
れ
た
次
第
を
語

っ
て
間
か
せ

る
。
太
古
の
昔
に
神
々
が
人
間
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
て

地
上
に
大
洪
水
を
下
し
た
と
き
、
あ
ら
か
じ
め
そ
れ

を
知
ら
さ
れ
た
彼
だ
け
は
、
方
船
を
造

っ
て
生
命
あ

る
も
の
の
種
を
生
き
延
び
さ
せ
、
洪
水
後
、
不
死
の

生
命
を
与
え
ら
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

ウ
ト
ナ
ピ
シ

ュ
テ
イ
ム
は
ギ
ル
ガ
メ
シ

ュ
に
七
日
間

不
眠
の
試
練
を
課
し
、
こ
れ
に
耐
え
ら
れ
な
か

つ
た

ギ
ル
ガ
メ
シ

ュ
を
追
い
返
そ
う
と
す
る
が
、
妻
の
同

情
溢
れ
る
言
葉
に
動
か
さ
れ
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
に

「若

返
り
の
草
」
の
あ
り
か
を
教
え
る
。
こ
の
草
を
手
に

し
た
ギ
ル
ガ
メ
シ

ュ
は
喜
び
勇
ん
で
ウ
ル
ク
に
戻
ろ

う
と
す
る
が
、
途
中
、
泉
で
身
を
清
め
て
い
る
間
に

蛇
が
こ
の
草
を
持
ち
去

っ
て
し
ま
う
。
物
語
は
、
ギ

ル
ガ
メ
シ

ュ
が
失
意
の
う
ち
に
ウ
ル
ク
に
戻

っ
た
と

こ
ろ
で
終

っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
冒
頭
の
ギ
ル
ガ
メ

香柏の森の「守り手」フンババの面。古

バビロニア時代のテラコッタ像 (大英博

物館蔵)。

「天牛」をしとめる英雄。古アッ

カ ド時代の円筒印章 (ダマスカス

博物館蔵)。
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シ
ュ
讃
歌
の

一
部
が
終
詩
と
し
て
繰
り
返
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
粗
筋
を
物
語
構
成
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
全
体
は
大
き
く
次
の
五
つ
の
部
分
か

ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
１
）
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
と
エ
ン
キ
ド
ウ
の
出
会
い

（第
一
―
第
二
の
書
板
）

（
２
）
「香
柏
の
森
」

へ
の
遠
征

（第
ニ
ー
第
二
の
書
板
）

（
３
）
女
神
イ
シ
ュ
タ
ル
と

「天
牛
」
（第
六
の
書
板
）

（４
）

エ
ン
キ
ド
ウ
と
の
死
別

（第
七
―
第
八
の
書
板
）

（
５
）
永
生
探
究
の
旅
共
第
九
―
第

一
一
の
書
板
）

こ
れ
ら
五
つ
の
部
分
は
、
シ
ュ
メ
ル
語
の
ギ
ル

ガ
メ
シ
ュ
諸
伝
承
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己

完
結
的
に
物
語
ら
れ
る
の
で
な
く
、
順
を
追

っ
て

前
後
に
連
結
し
、
叙
事
詩
の
全
体
を
構
成
す
る
。

し
か
も
、
出
会
い
と
死
別
と
い
う
逆
の
方
向
を
と

下半身は蠍で、鷲の足をもつ蠍人

間。中期バビロニア時代の「境界

石」ての一部 (大英博物館蔵)。
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り
な
が
ら
も
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
と

エ
ン
キ
ド
ウ
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
と
い
う
意
味
で

（１
）
と

（４
）

が
対
応
し
、
（２
）
と

（５
）
と
は
、
目
的
は
異
な
る
が
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
の
旅
立
ち
を
物
語
る
と
い

う
点
で
重
な
り
合
う
。
ま
た
、
（１
）
か
ら

（２
）
に
か
け
て
、

エ
ン
キ
ド
ウ
と
の
出
会
い
が
ギ
ル
ガ

メ
シ
ュ
に

「香
柏
の
森
」

へ
の
遠
征
を
促
し
た
と
す
れ
ば
、
（４
）
と

（５
）
に
お
い
て
は
、　
エ
ン
キ

ド
ウ
ど
の
死
別
が
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
を

「不
死
の
生
命
」
探
求
の
旅
に
赴
か
せ
る
。
要
す
る
に
、
叙
事

詩
は
二
つ
の
部
分
を
物
語
の
時
間
に
沿

っ
て
継
起
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
前
半
部

（１
）
―

（２
）

と
後
半
部

（４
）
―

（５
）
と
を
照
応
さ
せ
、
全
体
を
構
造
化
し
て
い
る
の
で
あ
る

（各
部
分
の
書
板
の

数
も
こ
れ
に
対
応
す
る
）。
こ
の
よ
う
な
前
半
部
と
後
半
部
を
切
り
結
ぶ
の
が
、
上
に
触
れ
た
シ
ュ
メ
ル

語
の
作
品

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
、
エ
ン
キ
ド
ウ
、
天
牛
』
を
取
り
込
ん
だ

（３
）
の
逸
話
で
あ
る
。
叙

事
詩
は
こ
の
逸
話
に
、
前
半
部
と
後
半
部
と
を
切
り
結
ぶ
、
全
体
の
構
成
上
き
わ
め
て
重
要
な
位
置

を
与
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
標
準
版

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
の
全
体
構
成
は
、
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
版
の
そ
れ
を

何
ら
か
に
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。

エ
ン
キ
ド
ウ
の
死
を
記
す
部
分
を
除
け
ば
、
現
在
ま
で
に
発

見
さ
れ
て
い
る
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
版
の
諸
伝
承
は
、
断
片
的
で
あ
る
に
し
て
も
、
す
べ
て
の
部
分
に
わ

た

っ
て
い
る
。

＊
６
　
女
神
の
誘
惑
を
拒
絶

す
る
こ
の
文
学
的

モ
テ
ィ
ー

フ
は
、
「
オ
デ

ツ
セ
イ
ア
』
の

カ
リ

ュ
プ
ソ
ー
や
キ
ル
ケ
ー

の
件
り
を
思
わ
せ
る
。
そ
れ

は
、
さ
ら
に
、
上
位
に
あ
る

女
性
の
誘
惑
と
そ
の
拒
絶
と

し
て
、

エ
ジ
プ
ト
で
は

「
二

人
兄
弟
の
物
語
」
に
、
イ
ス
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`
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
に
み
る
死
生
観

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
に
は
、
行
単
位
の
対
句
法
や
語
呂
合
わ
せ
な
ど
の
表
現
上
の
技
法
が
ふ

ん
だ
ん
に
用
い
ら
れ
、
夢
に
よ
る
出
来
事
の
予
告
と
い
っ
た
物
語
技
法
の
特
色
も
指
摘
で
き
る
。
ま

た
、
個
々
の
場
面
か
ら
は
、
当
時
の
様
々
な
宗
教
史
的
、
文
化
史
的
背

景
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
は
触

れ
な
い
。
む
し
ろ
、
楔
形
文
字
文
化
に
生
き
た
人
々
の
思
想
の

一
端
を
垣

間
見
る
た
め
に
、
ま
ず
は
、
叙
事
詩
に
う
か
が
わ
れ
る
死
生
観
を
取
り
上

げ
て
み
よ
う
。

物
語
に
よ
れ
ば
、
当
初
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は

一
種
の
英
雄
的
人
生
観
を

抱
い
て
い
た
。
彼
は

「香
柏
の
森
」

へ
の
遠
征
に
向
か
う
際
、
怪
物
フ
ン

バ
バ
に
恐
れ
、
遠
征
に
尻
込
み
す
る
エ
ン
キ
ド
ウ
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る

（古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
版

［Ｙ
］
第
四
欄
五
―
一
五
行
）。

わ
が
友
よ
、
誰
が
天
に
上
れ
る
と
い
う
の
か
。

ラ
エ
ル
で
は
ヨ
セ
フ
物
語
に
、

ギ
リ
シ
ア
で
は

ェ
ウ
リ
ピ
デ

ス

『
ヒ
ッ
ポ
リ

ュ
ト
ス
』
他

に
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
。

こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
論

「イ

シ

ュ
タ
ル
の
誘
惑

―
―

『
ギ

ル
ガ
メ
シ

ュ
叙
事
詩
』
と
そ

の
周
辺
―

‐
」
、
聖
心
女
子
大

太陽神シャマシュの表敬を受ける水と知恵の

神エア (右端)。エアはウトナピシュティムに洪

水到来を知らせた。古アッカド時代の円筒印

章 (イ ラク博物館蔵)。
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シ
ャ
マ
シ
ュ
と
共
に
永
遠
に

［住
］
む
の
は
神
の
み
。

人
間
の

〔生
き
る
〕
日
々
は
数
え
ら
れ
て
い
る
。

彼
が
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
す
べ
て
風
に
過
ぎ
な
い
。

あ
な
た
は
こ
こ
に
お
よ
ん
で
死
を
怖
れ
る
の
か
。

あ
な
た
の
勇
猛
果
敢
さ
は
何
だ

っ
た
の
か
。

あ
な
た
の
前
を
わ
た
し
が
ゆ
こ
う
。

あ
な
た
は
口
で
叫
べ
ば
よ
い
、
「近
づ
け
、
ひ
る
む
な
」
と
。

も
し
斃
れ
た
ら
、
わ
た
し
は
わ
が
名
を
あ
げ
る
だ
ろ
う
、

ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
か
の
恐
ろ
し
い
フ
ワ
ワ
と
戦
い
を
交
え
た
の
だ
、
と
。

人
間
に
死
は
避
け
ら
れ
な
い
。
な
ら
ば
、
死
を
怖
れ
ず
、
勇
猛
果
敢
に
闘
い
、
後
世
に
名
を
残
す

が
よ
い
。
そ
う
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
語

っ
て
い
る
。
じ
じ
つ
、
多
く
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
王
た
ち
は
戦

闘
に
お
け
る
み
ず
か
ら
の
英
雄
的
行
為
を
碑
文
に
刻
ま
せ
た
の
で
あ
る
。
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
版
に
伝
え

ら
れ
る
こ
の
人
生
観
は
、
対
応
箇
所
が
欠
損
す
る
標
準
版

（第
二
欄
八
行
以
下
）
に
、
そ
の
ま
ま
の
か

た
ち
で
残
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
標
準
版
に
も
同
様
の
人
生
観
が
披
涯
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
、　
エ
ン
キ
ド
ウ
の
次
の
こ
と
ば
か
ら
推
測
し
う
る

（第
四
の
書
板
第
六
欄
三
六
行
）。

学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所

編

『宗
教
文
学
の
可
能
性
』
（春

秋
社
、
二
〇
〇
一
年
）、　
一
〇
五
―

一
一
九
頁
参
照
。

＊
７
　
上
掲
拙
訳
の
解
説
、

三

一
四
―
三
二
〇
頁
参
照
。

＊

８
　
引

用
文
中

の

［

］

は
原
文
欠
損
部
を
、
〔　
〕
は

翻
訳
上
の
補
い
を
示
す
。
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戦
い
が
お
前
の
心
を
燃
や
せ
。
死
を
も
の
と
も
せ
ず
、
生
を
生
き
よ
。

と
こ
ろ
が
、
盟
友

エ
ン
キ
ド
ウ
の
死
に
直
面
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
の
英
雄
的
信

条
は
も
ろ
く
も
瓦
解
す
る

（第
九
の
書
板
第
一
欄
一
―
五
行
）。

ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
彼
の
友

エ
ン
キ
ド
ウ
の
た
め

い
た
く
泣
き
、
荒
野
を
さ
ま
よ

っ
た
。

わ
た
し
も
死
ぬ
の
か
。

エ
ン
キ
ド
ウ
の
よ
う
で
は
な
い
、
と
で
も
い
う
の
か
。

悲
嘆
が
わ
が
胸
に
押
し
寄
せ
た
。

わ
た
し
は
死
を
怖
れ
、
荒
野
を
さ
ま
よ
う
。

死
を
怖
れ
な
か
つ
た
は
ず
の
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
が
、
死
に
脅
か
さ
れ
、
死
の
恐
怖
の
と
り
こ
と
な

っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
死
の
恐
怖
が
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
に
、
死
に
脅
か
さ
れ
る
生
の
意
味
を
問
わ
せ
た
の

で
あ

つ
た
。
も
し
生
が
死
に
よ
つ
て
無
意
味
化
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
生
の
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
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彼
は
、
死
を
こ
え
る
生
命
を
求
め
て
、
旅
に
出
る
。
か
つ
て
不
死
の
生
命
を
与
え
ら
れ
た
と
言
い
伝

え
ら
れ
る

「遥
か
な
る
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
イ
ム
」
を
訪
ね
、
死
を
こ
え
る
生
命
の
秘
密
を
聞
き
出
そ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。

古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
版
に
よ
れ
ば
、
「海
辺
の
地
」
に
辿
り
着
い
た
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は

「酌
婦
」
シ
ド
ゥ

リ
か
ら
次
の
よ
う
な
忠
告
を
聞
く

（古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
版

［Ｍ
］
第
二
欄
一
―
一
四
行
）。

ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
よ
、
お
前
は
ど
こ
に
さ
ま
よ
い
行
く
か
。

お
前
が
探
し
求
め
る
生
命
を
お
前
は
見
出
せ
ま
い
。

神
々
が
人
間
を
造

っ
た
と
き
、

彼
ら
は
人
間
に
死
を
あ
て
が
い
、

生
命
は
彼
ら
自
身
の
手
に
お
さ
め
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
よ
、
自
分
の
腹
を
満
た
せ
。

昼
夜
、
あ
な
た
自
身
を
喜
ば
せ
よ
。

日
毎
、
喜
び
の
宴
を
繰
り
広
げ
よ
。

昼
夜
、
踊

っ
て
楽
し
む
が
よ
い
。

あ
な
た
の
衣
を
清
く
保
つ
が
よ
い
。
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あ
な
た
の
頭

〔髪
〕
を
洗
い
、
水
を
浴
び
よ
。

あ
な
た
の
手
に
す
が
る
子
供
に
眼
を
か
け
よ
。

あ
な
た
の
膝
で
妻
が
歓
ぶ
よ
う
に
す
る
が
よ
い
。

こ
れ
が
人
間
の

〔な
す
べ
き
〕
業
な
の
だ
。

人
間
は
神
々
に
よ
つ
て
死
ぬ
べ
き
存
在
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
そ
の
限
り
あ
る
人

生
を
享
受
し
、
限
り
あ
る
ま
ま
に
楽
し
く
暮
ら
す
こ
と
、
そ
れ
が
限
り
あ
る
生
を
生
き
る
人
間
の
生

き
方
で
は
な
い
か
。
人
間
の
有
限
性
を
見
据
え
た
現
世
的
享
楽
主
義
が
こ
こ
に
開
陳
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
版
に
残
る
こ
の
よ
う
な
人
生
観
は
、
な
ぜ
か
標
準
板
で
は
削
除
さ
れ
た

（前
掲
、

第
一
〇
の
書
板
の
粗
筋
参
照
）。
標
準
版
に
お
い
て
、
人
間
を
襲
う
死
の
暴
力
性
を
指
摘
し
、
人
間
の
生

死
は
神
々
に
よ

つ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
、
と
語
る
の
は
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
イ
ム
で
あ
る

（第
一
〇
の
書

板
第
六
欄
二
三
―
二
五
、三
八
―
二
九
行
）。

誰
も
死
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

誰
も
死
の
顔
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

誰
も
死
の
声

［を
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
］
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死
は
怒
り
の
な
か
で
人
間
を

へ
し
折
る
の
だ
。

そ
の
よ
う
な
死
の
脅
威
の
も
と
に
あ
る
人
間
は
、
ど
の
よ
う
に
積
極
的
な
人
生
を
送
り
う
る
の
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
イ
ム
は
口
を
閉
ざ
し
て
い
る
。
わ
ず
か
に
、
本
文
が
破
損
し

た
部
分
に
、
人
間
は
神
々
を
祀
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
生
存
を
脅
か
す
悪
し
き
諸
力
を
遠
ざ
け
う
る
、

と
い
う
思
想
が
顔
を
覗
か
せ
る
の
み
で
あ
る

（第
一
〇
の
書
板
第
六
欄
一
一
―
一
三
行
）。
こ
れ
が
現
世
的

享
楽
主
義
に
代
わ
る
標
準
版
叙
事
詩
の
人
生
観
で
あ

つ
た
。
標
準
版
の
編
者
が
シ
ド
ゥ
リ
の
現
世
的

享
楽
主
義
的
発
言
を
削
除
し
た
理
由
は
、
彼
が
神
々
へ
の
奉
仕
に
人
間
の
生
の
本
質
を
見
る
古
代
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
伝
統
的
人
間
観
共
そ
れ
は
ア
ッ
カ
ド
語
の
人
間
創
造
神
話
に
よ
く
表
れ
て
い
る
）
に
立

っ
て
い

た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
は
、
こ
の
よ
う
に
、
死
ぬ
べ
き
人
間
の
生
の
あ
り

方
を
素
朴
な
か
た
ち
で
読
者
に
提
示
す
る
。
英
雄
的
人
生
観
、
永
生
希
求
、
そ
し
て
現
世
的
享
楽
主

義

（古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
版
）
も
し
く
は
神

へ
の
奉
仕
に
生
き
る
宗
教
的
人
生
観
が
そ
れ
で
あ
る
。
だ
が
同

時
に
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
ど
れ
か
ひ
と
つ
が
絶
対
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
読
者
は
、
む
し
ろ
現
実

世
界
に
お
け
る
人
間
の
生
き
方
が
死
の
自
覚
を
契
機
と
し
て
、
順
次
、
相
対
化
さ
れ
て
ゆ
く
さ
ま
を

眼
の
あ
た
り
に
す
る
の
で
あ
る
。
『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
が
な
に
ほ
ど
か
悲
観
主
義
的
な
情
調
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を
帯
び
る
の
は
、
こ
の
相
対
化
の
ゆ
え
で
あ
る
。

も

っ
と
も
、
死
ぬ
こ
と
が
不
可
避
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
人
間
は
死
後
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
う
古

く
て
新
し
い
問
い
は
叙
事
詩
に
お
い
て
不
間
に
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
新
ア
ッ
シ
リ
ア
時
代

（前

八
世
紀
）、
こ
の
こ
と
に
不
満
を
覚
え
た
伝
統
主
義
者
に
よ
り
、
上
に
簡
単
に
紹
介
し
た
シ
ュ
メ
ル
語

の
作
品

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
、
エ
ン
キ
ド
ウ
、
冥
界
』
の
後
半
部
が
途
中
ま
で
ア
ッ
カ
ド
語
に
訳
さ
れ
、

第

一
二
の
書
板
と
し
て
叙
事
詩
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
が
冥
界

に
落
と
し
た
プ
ッ
ク
と
メ
ッ
ク
を
取
り
に
冥
界
に
下
り
、
冥
界
の
模
様
を
見
て
き
た

エ
ン
キ
ド
ウ
と

の
間
で
交
わ
す
死
者
の
境
遇
を
め
ぐ
る
問
答
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
霊
が
供
養
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
者
を
見
た
か
。

見
ま
し
た
。
彼
は
器
か
ら
こ
そ
ぎ
落
し
た
物
や
棄
て
ら
れ
た
パ
ン
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
は
、
手
厚
い
埋
葬
と
そ
の
後
の
供
養
を
施
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
死
者
は
冥
界
で
や
す
ら
ぎ

を
得
る
、
と
い
う
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
伝
統
的
な
冥
界
観
が
開
陳
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
つ
て
、
叙

事
詩
が
不
間
に
付
し
た
問
い
に
解
答
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
付
し
た
伝
承
主
義
者

は
、
お
そ
ら
く
、
第

一
二
の
書
板
の
奥
付
に
名
が
記
さ
れ
た
ナ
ブ

。
ズ
ク
ブ

・
ケ
ー
ナ
で
あ
る
。
彼

＊
９
　
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
伝

統
的
死
生
観
に
つ
い
て
は
拙

論

「古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
お

け
る
死
生
観
と
死
者
儀
礼
」
、
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は
ア
ッ
シ
リ
ア
の
有
力
な
書
記
の
家
系
に
連
な
る
人
物
で
あ

っ
た
。

7

友
情
物
語
と
し
て
の

『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』

シ
ュ
メ
ル
語
の
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
諸
伝
承
を
素
材
に
し
て
、
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
版

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙

事
詩
』
が
ま
と
め
ら
れ
た
と
き
、
シ
ュ
メ
ル
語
伝
承
に
み
ら
れ
る
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
と
エ
ン
キ
ド
ウ
と

の
間
の
主
従
関
係
は

一
変
し
た
。

エ
ン
キ
ド
ウ
が
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
の
友
と
し
て
描
き
出
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
し
か
も
、
叙
事
詩
の
物
語
は
両
者
の
友
情
を
ひ
と
つ
の
軸
と
し
て
展
開
す
る
。

「国
の
広
場
で
」
繰
り
広
げ
ら
れ
る
両
者
の
格
闘
が
両
者
の
間
に
深
い

「友
情
」
を
芽
生
え
さ
せ
た

こ
と
は
、
す
で
に
触
れ
た
。
そ
の
場
面
を
描
く
本
文
に
は
、
「彼
ら
は
接
吻
し
、
友
情
を
結
ん
だ
」
（古

バ
ビ
ロ
ニ
ア
版

［Ｙ
］
第
一
欄
一
九
―
二
〇
行
）、
ま
た

「彼
ら
は
抱
き
合
い
、
［恋
人
同
士
］
の
よ
う
に
、

互
い
に
手
を

［取
り
合

っ
た
］
」
（標
準
板
第
二
の
書
板
第
四
欄
一
三
行
）
と
記
さ
れ
る
。
両
者
の
友
情
は
、

し
か
し
、
似
た
も
の
同
士
の
連
帯
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
以
後
の
物
語
の
展
開
に
お
い
て
、
し
ば

し
ば
、
両
者
の
振
舞
い
は
対
照
的
で
あ
る
。
総
じ
て
、　
エ
ン
キ
ド
ゥ
の
発
言
と
行
動
が
感
情
的
、
無

意
識
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
の
そ
れ
は
よ
り
意
志
的
で
あ
り
、
知
的
で
さ
え
あ
る
よ

日
本
西
ア
ジ
ア
考
古
学
会
編

『
西
ア
ジ
ア
考
古
学
』
第
八
号

（二
〇
〇
七
年
）、
一
―
一
〇
頁
参
照
。

＊
１０
　
上
掲
拙
訳
の
解
説
、

三
二
〇
―
三
二
六
頁
参
照
。
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う
に
み
え
る
。
そ
し
て
、
両
者
の
友
情
は
共
働
の
事
業

へ
と
導
い
て
ゆ
く
。

ま
ず
は
、
怪
物
フ
ン
バ
バ
退
治
で
あ
る
。
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は

「香
柏
の
森
」

へ
の
遠
征
に
尻
込
む

エ
ン
キ
ド
ウ
を
鼓
舞
し
、
と
も
に
出
立
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
フ
ン
バ
バ
の
住
む

「香
柏
の
森
」
に
近

づ
く
に
連
れ
、
不
安
に
か
ら
れ
る
の
は
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
の
方
で
あ
り
、
エ
ン
キ
ド
ウ
が
彼
の
夢
を

「よ

き
兆
し
」
と
解
い
て
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
を
勇
気
づ
け
る
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
、
二
人
は
フ
ン
バ
バ

を
捕
ら
え
、
命
乞
い
す
る
フ
ン
バ
バ
を
殺
害
す
る
◇
ひ
と
つ
の
事
業
を
目
指
し
、
不
安
や
懐
疑
を
も

率
直
に
披
涯
し
、
互
い
に
鼓
舞
し
合
い
、
支
え
合
う
友
情
が
こ
こ
に
描
き
出
さ
れ
る
。

そ
の
後
も
二
人
は
協
力
し
、
女
神
イ
シ
ュ
タ
ル
を

「侮
辱
し
た
」
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
に
制
裁
と
し
て

下
さ
れ
た

「天
牛
」
を
撃
ち
倒
す
。
エ
ン
キ
ド
ウ
が

「天
牛
」
を
押
さ
え
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
が
と
ど

め
を
刺
す
。
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
後
に
、
こ
れ
ら
を
回
顧
し
て
、
ウ
ル
ク
の
人
々
に
こ
う
語

っ
て
い
る
（第

八
の
書
板
第
八
欄
一
〇
―
一
二
行
他
）。

わ
れ
ら
は
協
力
し
、
山
に
登

っ
た
。

天
牛
を
捕
ま
え
、
［こ
れ
を
撃
ち
殺
し
た
。
］

香
柏
の
森
の
強
者
、
フ
ン
バ
バ
を
滅
ぼ
し
た
。

261 粘土板 に刻まれた文学
―
rギ ルガメシュ叙事詩」の場合



・だ
が
、
こ
う
し
た
共
働
の
事
業
も
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
両
者
に
よ
る
フ
ン
バ
バ
と

「天
牛
」

の
殺
害
は
、
神
々
の
決
定
に
よ
り
、
エ
ン
キ
ド
ゥ
の
死
を
も
っ
て
償
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
み
ず
か
ら
の
死
を
予
感
す
る
エ
ン
キ
ド
ウ
は
、
彼
を
荒
野
か
ら
ウ
ル
ク
の
町
に
連
れ

て
き
た
聖
娼
シ
ャ
ム
ハ
ト
を
呪
う
が
、
そ
の
エ
ン
キ
ド
ウ
に
太
陽
神
シ
ャ
マ
シ
ュ
が
友
の
存
在
を

語
っ
て
間
か
せ
る

（第
七
の
書
板
第
三
欄
四
一
―
四
三
行
）。

彼
女
は
よ
き
人
物
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
を
お
前
の
朋
友
と
し
た
。

い
ま
や
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
お
前
の
兄
弟
な
る
最
愛
の
友
。

彼
は
立
派
な

〔死
の
〕
寝
台
に
お
前
を
横
た
え
さ
せ
よ
う
。

こ
う
し
て
み
ず
か
ら
の
死
を
徐
々
に
受
け
容
れ
た
エ
ン
キ
ド
ウ
は
、
そ
の
最
期
に
、
次
の
よ
う
に

ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
に
語
っ
て
い
る

（第
七
の
書
板
第
六
欄
三
―
四
行
）。

〔死
後
も
〕
わ
た
し
を
思
い
起
こ
し
て
欲
し
い
。

忘
れ
な
い
で
く
れ
、

わ
た
し
が

〔あ
な
た
と
共
に
〕
歩
み
続
け
た
こ
と
を
。
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最
愛
の
友
の
死
を
予
期
し
て
い
た
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
も
、
現
実
の
死
を
眼
の
当
た
り
に
し
て
、
痛
ま

し
い
哀
悼
の
叫
び
を
あ
げ
る
。
そ
れ
は
、
死
ん
だ
友

へ
の
呼
び
か
け
に
は
じ
ま
り
、
最
愛
の
友
の
死

を
悼
む
激
し
く
も
切
々
と
し
た
哀
歌
で
あ
る

（第
八
の
書
板
第
一
欄
三
行
―
第
二
欄
一
四
行
）。

わ
た
し
は
わ
が
友
土

ン
キ
ド
ウ
の
た
め
に
泣
く
。

泣
き
女
の
よ
う
に
、
い
た
く
泣
き
叫
ぶ
。

友
の
死
の
衝
撃
が
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
に
そ
れ
ま
で
の
英
雄
的
死
生
観
を
放
棄
さ
せ
た
こ
と
は
、
す
で

に
述
べ
た
。
友
の
死
が
彼
の
内
に
死
の
恐
怖
を
呼
び
覚
ま
し
、
死
を
こ
え
る
生
の
可
能
性
に
彼
の
眼

差
し
を
向
け
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
不
死
の
生
命
を
求
め
て
旅
に
出
た
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
、
酌
婦
シ
ド
ウ

リ
に
、
舟
師
ウ
ル
シ
ャ
ナ
ビ
に
、
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
イ
ム
に
、
「愛
す
る
友

エ
ン
キ
ド
ウ
」
の
死
を

繰
り
返
し
語

っ
て
い
る
。

『ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
は
、
こ
の
よ
う
に
、
二
人
の

「英
雄
」
の
友
情
関
係
を
軸
に
物
語
を
展

開
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
意
図
は
友
情
を
美
化
す
る
こ
と
で
も
、
友
の
死
に
よ
る
友
情
の
限
界
を
描

く
こ
と
で
も
な
か

っ
た
ろ
う
。
む
し
ろ
、
荒
野
か
ら
や

つ
て
来
た

エ
ン
キ
ド
ウ
と
い
う
友
を
得
て
、
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怪
物
フ
ン
バ
バ
に
立
ち
向
か
う
ウ
ル
ク
の
王
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
エ

ン
キ
ド
ウ
の
死
を
契
機
に
永
生

へ
の
や
む
こ
と
な
き
憧
憬
を
抱
い
て
旅
す
る
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
を
描
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
叙
事
詩
は
人
間
存
在
の
あ
り
方
に
深
く
関
わ
る
友
情
の
意
義
を
問
う
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
。
人
類
の
文
学
史
上
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
叙
事
詩
を
も

っ
て
は
じ
め
て
、
異
な
る
二
つ
の

魂
の
出
会
い
が
友
情
と
し
て
主
題
化
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
友
の
死
を
悼
む
哀
切
な
挽
歌

と
と
も
に
、
西
方
古
代
の
文
学
に
み
る
友
情
物
語
の
さ
き
が
け
と
し
て
、
旧
約
聖
書
に
お
け
る
ダ
ビ

デ
と
ヨ
ナ
タ
ン
の
そ
れ
に
、
ギ
リ
シ
ア
で
は
パ
ト
ロ
ク
ロ
ス
に
対
す
る
ア
キ
レ
ウ
ス
の
そ
れ

（『イ
ー

リ
ア
ス
』
第
一
八
書
以
下
）
に
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
。
こ
れ
ら
は
ア
ル
フ
ア
ベ
ッ
ト
文
字
を
も

っ
て
記
さ

れ
た
が
ゆ
え
に
、
後
代
に
読
み
継
が
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
粘
土
板
に
楔
形
文
字
で
刻
ま
れ
た

『ギ

ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
は
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
の
終
焉
と
と
も
に
、
遺
跡
に
考
古
学
者
の
鍬

が
入
る
ご
く
最
近
ま
で
、
地
中
で
長
い
眠
り
に
つ
い
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
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